
2011年 6月 27日 

 

コンクリートの性質 演習 4（配合設計） 

 

 

１．土木練習帳にある以下問題を解け。 

   練習問題 2-1 

        2-4（数値訂正：セメント３３２ → ３２２） 

 

２．コンクリートの示方配合とは、コンクリートを何リットル作製するのに必要な材料の使用量を示し

ているか？ 

 

３．細骨材率 s/a とは何か？ 

 

４．下表に示す配合に基づいてコンクリートを練り混ぜた結果、空気量が 4.0%となった。実際に練り上

がったコンクリートの配合に関する次のパラメータがそれぞれいくつになるか計算せよ。 

ただし、セメントの密度は 3.16g/cm3、細骨材の表乾密度は 2.62g/cm3、粗骨材の表乾密度は 2.67g/cm3

とする。 

 

水セメント比 

（％） 

空気量 

（％） 

単位量（kg/m
3） 

水 セメント 細骨材 粗骨材 

55.0 5.0 173 315 786 1007 

 

(1) 細骨材率 

(2) 単位セメント量 

(3) 単位細骨材量 

(4) 単位粗骨材量 

 

 


